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農
業
補
助
金
で
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
と

呼
ぶ
表
現
が
あ
る
こ
と
を
御
存
知
で
す

か
。
役
所
用
語
で
推
進
事
業
、
整
備
事
業

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
一
般
に
、
生
産
者

に
馴
染
み
が
深
い
の
は
、
ハ
ー
ド
事
業
と

呼
ぶ
整
備
事
業
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

補
助
対
象
が
、
機
械
、
施
設
、
基
盤
整
備

と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に

対
し
、
推
進
事
業
は
、
ソ
フ
ト
事
業
と
呼

ば
れ
、
協
議
会
や
推
進
会
議
、
調
査
事
業
、

実
証
圃
の
取
り
組
み
等
を
補
助
の
対
象
と

な
っ
て
い
て
、
一
般
の
生
産
者
に
は
ち
ょ

い
と
な
じ
み
の
薄
い
事
業
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。

農
水
省
の
補
助
事
業
は
、「
平
成
21
年

度
補
助
事
業
等
資
料
」
に
よ
り
ま
す
と
、

林
野
庁
や
水
産
庁
の
分
を
含
め
た
省
全
体

で
４
７
０
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
ハ
ー

ド
を
対
象
と
す
る
補
助
事
業
の
数
を
官
房

政
策
課
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
ま
し
た
ら
、

「
４
０
０
近
く
あ
り
ま
す
」
と
い
う
返
事

で
し
た
。
本
省
課
長
級
（
参
事
官
を
含
む
）

ポ
ス
ト
は
１
１
８
。
１
人
の
課
長
さ
ん
で

４
つ
の
補
助
事
業
を
監
督
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

で
も
生
産
者
に
役
立
つ
補
助
事
業
と
な

る
と
、
そ
ん
な
に
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
研
究
会
の
仕
分
け
で
は
、
メ
イ
ン

と
な
る
の
が
５
つ
、
サ
ブ
的
事
業
も
５
つ

ほ
ど
に
な
り
ま
す
（
表
１
）。
あ
え
て
メ

イ
ン
と
呼
ん
だ
の
は
、
主
に
生
産
者
や
流

通
関
係
者
向
け
で
、
ハ
ー
ド
の
種
類
も
多

く
、
農
業
関
係
者
の
関
心
も
強
い
と
い
う

意
味
で
呼
び
ま
し
た
。
サ
ブ
は
そ
の
メ
イ

ン
を
補
完
す
る
と
い
う
意
味
で
呼
び
ま
し

た
が
、
表
１
を
ご
覧
の
通
り
、
あ
る
特
定

の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
補
助
事
業
で

す
。メ

イ
ン
で
も
東
西
の
横
綱
的
な
存
在
と

し
て
、「
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
」
と

「
農
業
・
食
品
産
業
競
争
力
強
化
支
援
事

業
」
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
農
水
省
補
助

事
業
の
中
で
機
械
、
施
設
、
基
盤
整
備
の

メ
ニ
ュ
ー
は
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
に
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。「
産
地
生
産
拡
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
支
援
事
業
」
は
地
域
ぐ
る
み
と
い

う
点
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
農
協
に
適

し
た
補
助
事
業
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま

す
。「
広
域
連
携
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
支
援
事
業
」
は
、
広
域
で
展
開
す
る
モ

デ
ル
的
な
生
産
者
の
連
携
や
生
産
者
と
流

通
加
工
業
者
の
連
携
を
応
援
す
る
と
い
う

目
的
で
導
入
さ
れ
ま
し
た
。「
農
山
漁
村

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
」
は
、

名
称
か
ら
連
想
で
き
る
よ
う
に
農
山
漁
村

と
い
う
で
の
地
域
で
の
農
業
活
動
等
の
取

り
組
み
を
対
象
に
し
た
も
の
で
す
。

「
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
」
は
、
昔

の
「
生
産
振
興
総
合
対
策
事
業
」、「
輸
入

急
増
農
作
物
対
応
特
別
対
策
事
業
」、「
農

業
経
営
総
合
対
策
事
業
」
な
ど
を
統
合
し

て
ワ
ン
パ
ッ
ク
に
し
た
も
の
で
す
。
今
は

「
産
地
競
争
力
の
強
化
」、「
経
営
力
の
強

化
」、「
食
品
流
通
の
合
理
化
」
の
３
本
柱

に
な
り
ま
し
た
。
守
備
範
囲
を
生
産
か
ら

世界に類をみないほど過保護な日本の農業
補助金。その数は470種類に上る。その中
身を分類、整理し、全体像と仕組みを浮き
彫りにする。

種類ある

補助金は

表1 生産者が使える主な補助事業と金額

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
の

強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
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組
み
や
シ
ス
テ
ム
導
入
を
補
助
対
象
に
し

て
い
ま
す
。
21
年
度
か
ら
は
「
国
産
原
材

料
供
給
力
強
化
対
策
事
業
」
が
あ
ら
た
に

加
わ
り
ま
し
た
。

同
じ
補
助
事
業
な
の
に
、「
○
○
事
業
」

や
「
○
○
交
付
金
」
と
い
う
呼
び
方
が
あ

り
ま
す
。
分
か
り
や
す
い
説
明
す
る
と
、

事
業
実
施
主
体
に
対
し
、
国
が
直
接
採
択

す
る
補
助
事
業
を
「
○
○
事
業
」、
都
道

府
県
が
採
択
す
る
補
助
事
業
を
「
○
○
交

付
金
」
と
整
理
し
て
く
だ
さ
っ
て
結
構
で

す
。「

交
付
金
」
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
す

が
、
こ
れ
は
地
方
分
権
の
流
れ
に
沿
っ
て
、

平
成
17
年
度
予
算
か
ら
補
助
事
業
の
一
部

が
交
付
金
化
さ
れ
て
、
都
道
府
県
が
採
択

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
呼

ん
で
い
る
の
で
す
。
た
だ
し
、
実
態
は
必

ず
し
も
地
方
分
権
に
沿
っ
た
も
の
と
は
言

い
難
い
点
が
あ
り
ま
す
。
都
道
府
県
が
採

択
権
を
持
ち
な
が
ら
、
採
択
の
時
点
で
都

道
府
県
は
地
方
農
政
局
を
通
じ
て
「
妥
当

性
の
協
議
」
と
い
う
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

国
が
採
択
に
一
定
の
影
響
を
行
使
し
て
い

こ
う
と
い
う
考
え
方
が
背
景
に
あ
る
の
で

す
。
地
方
分
権
の
流
れ
に
逆
行
す
る
と
い

う
批
判
も
あ
り
ま
す
が
、
国
が
採
択
に
関

与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
場
の
情
報
を

農
業
政
策
に
反
映
さ
せ
た
い
と
い
う
国
の

流
通
へ
と
拡
げ
、
ま
さ
に
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン

ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
面
目
躍
如
た
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

「
産
地
競
争
力
の
強
化
」
は
、
も
っ
と

も
一
般
的
な
補
助
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
小
規
模
基
盤
整
備
、
施

設
（
共
同
利
用
施
設
）、
機
械
（
共
同
利

用
機
械
）
の
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
事
業
実
施
主
体
も
、
農
協
、

農
業
法
人
、
そ
の
他
農
業
者
の
組
織
す
る

団
体
等
と
、
補
助
対
象
の
ウ
ィ
ン
グ
を
グ

ッ
と
拡
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
農
業
者
が

組
織
す
る
団
体
は
、
採
択
要
件
で
「
原
則

と
し
て
５
戸
以
上
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り

ま
す
。

「
経
営
力
の
強
化
」
は
、「
認
定
農
業
者

等
担
い
手
育
成
の
推
進
」、「
担
い
手
へ
の

農
地
利
用
集
積
の
促
進
」、「
新
規
就
農
者

の
育
成
・
確
保
」
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

り
ま
す
が
、
ハ
ー
ド
事
業
を
含
む
の
は
、

「
認
定
農
業
者
等
担
い
手
育
成
の
推
進
」

だ
け
で
す
。
こ
の
中
に
は
、「
経
営
構
造

対
策
」
と
集
落
営
農
育
成
・
確
保
緊
急
整

備
支
援
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
食
品
流
通
の
合
理
化
」
は
、
ハ
ー
ド

事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
は
卸
売
市
場
の
整
備
に

重
点
を
絞
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
「
農
業
・
食
品
産
業
競
争

力
強
化
支
援
事
業
」
も
、
ハ
ー
ド
事
業
の

ウ
ィ
ン
グ
の
広
さ
は
「
強
い
農
業
づ
く
り

交
付
金
」
並
み
で
す
が
、
国
産
農
産
物
生

産
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
、
大
胆
な
取
り

思
惑
も
あ
り
ま
す
。

サ
ブ
と
な
る
補
助
事
業
に
つ
い
て
も
簡

単
に
説
明
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
補
助
対

象
が
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
的
な
メ
イ
ン
の
補

助
事
業
に
対
し
、
あ
る
特
定
分
野
に
対
象

を
絞
っ
た
専
門
的
な
補
助
事
業
も
あ
り
ま

す
。
代
表
的
な
も
の
は
、「
農
業
生
産
地

球
温
暖
化
総
合
対
策
事
業
」「
地
域
バ
イ

オ
マ
ス
利
活
用
交
付
金
」「
有
機
農
業
総

合
支
援
対
策
」「
施
肥
体
系
緊
急
転
換
対

策
事
業
」「
鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策
事
業
」

な
ど
で
す
。

事
業
内
容
は
、
そ
の
名
称
か
ら
連
想
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
20
年
度
ス
タ
ー

ト
の
「
農
業
生
産
地
球
温
暖
化
総
合
対
策

事
業
」。
有
機
物
供
給
施
設
、
た
い
肥
関

連
施
設
や
機
械
が
ハ
ー
ド
の
対
象
だ
。
こ

れ
と
相
関
連
す
る
よ
う
な
も
の
が
「
地
域

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
交
付
金
」。
バ
イ
オ

マ
ス
発
生
・
利
活
用
施
設
に
補
助
金
を
つ

け
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
政
策
目
的
な

の
に
、
前
者
は
大
臣
官
房
環
境
バ
イ
オ
マ

ス
政
策
課
で
農
村
振
興
局
農
村
政
策
部
の

中
山
間
地
域
振
興
課
も
相
乗
り
し
て
い
ま

す
。
後
者
は
生
産
局
農
業
環
境
対
策
課
が

担
当
す
る
。
有
機
農
業
総
合
支
援
対
策
も
、

こ
の
課
の
所
管
と
な
っ
て
い
ま
す
。

施
肥
体
系
緊
急
転
換
対
策
事
業
や
鳥
獣

害
防
止
総
合
対
策
事
業
は
、
生
産
局
農
業

生
産
支
援
課
の
所
管
で
す
。
２
０
年
８
月

の
組
織
再
編
で
誕
生
し
た
新
し
い
課
で
あ

る
。
そ
れ
ま
で
の
農
産
振
興
課
を
母
体
に
、

作
物
や
業
種
等
の
縦
割
り
か
ら
、「
生
産

コ
ス
ト
削
減
」、「
生
産
性
向
上
」、「
資
材

効
率
利
用
推
進
」、「
機
械
開
発
・
安
全
指

導
班
」、「
土
地
利
用
推
進
」
等
の
政
策
目

的
別
に
横
割
り
組
織
に
変
え
ま
し
た
。

「
鳥
獣
被
害
対
策
」
も
、
こ
の
課
の
所
管

で
す
。

経
営
局
構
造
改
善
課
の
所
管
と
な
る

「
広
域
連
携
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
支

援
事
業
」
は
、
そ
の
名
称
か
ら
連
想
で
き

る
よ
う
に
、
都
道
府
県
域
を
越
え
た
生
産

と
流
通
の
活
動
に
対
し
、
国
が
直
接
、
事

業
実
施
主
体
を
支
援
す
る
事
業
で
す
が
、

担
い
手
の
育
成
と
い
う
政
策
目
標
も
掲
げ

て
い
ま
す
。

「
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
交
付
金
」
は
農
村
振
興
局
の
所
管
で
す
。

農
山
漁
村
整
備
の
振
興
を
図
る
と
同
時
に

農
山
漁
村
で
の
生
産
基
盤
の
整
備
を
進
め

る
こ
と
が
目
的
で
す
。
同
局
の
「
村
づ
く

り
交
付
金
」
も
よ
く
似
た
よ
う
な
内
容
の

補
助
事
業
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
生
産
基
盤

と
生
活
基
盤
を
一
体
的
に
整
備
す
る
の
が

条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
双
方
と
も
交
付

金
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
方
の
実
状
に

合
わ
せ
た
と
い
う
説
明
の
よ
う
で
す
が
、

実
際
の
採
択
に
は
農
水
省
が
積
極
関
与
し

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

「
○
○
事
業
」
と

「
○
○
交
付
金
」
の
違
い

一
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
に

複
数
の
補
助
事
業
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役
所
用
語
で
、
補
助
対
象
と
な
る
機
械
、

施
設
、
小
規
模
基
盤
整
備
な
ど
具
体
的
な

も
の
、
例
え
ば
コ
ン
バ
イ
ン
、
温
室
、
圃

場
整
備
な
ど
を
メ
ニ
ュ
ー
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
こ
う
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、
と
く
に
機

械
や
施
設
は
、
正
式
に
は
「
共
同
利
用
機

械
」、「
共
同
利
用
施
設
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
補
助
金
が
、
個
人
の
生
産
者
を
対

象
に
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
そ

う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

同
じ
メ
ニ
ュ
ー
で
も
、
複
数
の
補
助
事
業

に
よ
っ
て
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
表
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
育

苗
施
設
の
補
助
金
を
申
請
す
る
場
合
、
○

の
付
い
て
い
る
３
つ
の
事
業
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
そ
の
な
か
か
ら
自
分
の
目
的
に

応
じ
て
最
適
な
事
業
を
選
べ
ば
い
い
わ
け

で
す
。

補
助
事
業
は
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
事

業
ご
と
に
手
続
き
が
違
い
ま
す
。
ど
の
補

助
事
業
で
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、
農
水

省
や
都
道
府
県
に
よ
る
補
助
事
業
の
告
知

が
短
く
、
補
助
金
情
報
が
現
場
に
十
分
に

伝
わ
ら
な
い
と
い
う
も
ど
か
し
さ
で
す
。

こ
れ
に
は
、
農
水
省
な
り
都
道
府
県
に
チ

ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
し
か
解
決
法
は
見
当
た

り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
税
金
で
賄
わ
れ
る
補
助
金
は
予

算
編
成
と
連
動
し
て
い
ま
す
。
国
の
通
常

予
算
で
新
規
の
補
助
事
業
を
取
り
入
れ
た

り
、
既
存
の
補
助
事
業
に
手
直
し
を
す
る

場
合
、
担
当
課
が
そ
の
準
備
を
始
め
る
の

は
新
年
度
の
４
月
に
入
っ
て
す
ぐ
の
こ
と

で
す
。

８
月
末
に
は
、
各
省
庁
は
そ
れ
を
踏
ま

え
て
財
務
省
に
対
し
て
概
算
要
求
を
提
出

し
ま
す
。
一
般
に
、
翌
年
度
の
補
助
事
業

の
輪
郭
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
こ
の
段
階
と
な
り
ま
す
。
概
算
要
求

決
定
を
受
け
て
、
担
当
課
は
補
助
事
業
の

実
施
に
向
け
て
詳
細
を
詰
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
段
階
で
地
方
農
政
局

の
中
に
は
、
一
部
関
係
者
に
の
み
来
年
度

の
補
助
事
業
の
説
明
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

通
常
の
場
合
、
政
府
は
、
年
末
に
予
算

案
を
決
定
し
、
国
会
に
上
程
し
ま
す
。
こ

れ
を
受
け
て
担
当
課
は
、
省
内
調
整
を
経

な
が
ら
、
実
施
要
綱
や
要
領
を
決
め
た
り
、

手
直
し
を
し
た
り
ま
す
。
要
綱
・
要
領
は
、

表2 農業者向け補助事業メニュー（「施設」の一例）

完全逆引き農業補助金

本論で紹介した10ほどの補助事業の、要綱・要

領を積み上げますと、Ａ4のペーパーで数センチ

もなります。農業補助金研究会の「完全逆引き農

業補助金」（p31、裏表紙参照）は、要望するメ

ニュー（機械・施設名称）から、該当する補助事

業を探すことができるように工夫をしました。該

当する補助事業を探せば、事業実施主体、採択要

件、補助率（交付率）等が簡単に分かるようにな

っています。

2週間弱

発表から

締め切り
まで



は
国
の
直
接
採
択
で
あ
る
「
農
業
・
食
品

産
業
競
争
力
強
化
支
援
事
業
」
の
「
技
術

革
新
波
及
対
策
事
業
」
と
、
都
道
府
県
が

採
択
す
る
「
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
」

を
例
に
説
明
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
者
は
、
都
道
府
県
に
よ
っ
て
状
況
が
違

う
の
で
、
こ
こ
で
は
鳥
取
県
の
場
合
を
時

系
列
で
整
理
し
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
直
接
採
択
型
か
ら
説
明
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
ざ
っ
と
し
た
流
れ
で
は
、「
事

業
実
施
の
公
募
（
募
集
）」→

「
実
施
計

画
書
の
提
出
」→

「
実
施
計
画
書
の
審
査
」

→

「
事
業
実
施
体
と
し
て
採
択
」→

「
交

付
候
補
者
へ
選
定
通
知
」→

「
交
付
申
請

書
の
提
出
」→

「
補
助
金
の
交
付
」
へ
と

な
り
ま
す
。
先
ほ
ど
も
説
明
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
表
向
き
の
こ
と
だ
と
思

っ
て
く
だ
さ
い
。
補
助
金
の
応
募
参
加
者

は
、
概
算
要
求
が
出
た
段
階
で
、
次
年
度

の
補
助
事
業
の
応
募
の
た
め
の
準
備
を
始

め
た
方
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。

次
に
説
明
す
る
都
道
府
県
に
よ
る
採
択

の
補
助
事
業
は
、
こ
れ
を
裏
打
ち
し
て
い

ま
す
。「
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
」
を

例
に
鳥
取
県
の
場
合
を
示
し
て
お
き
ま
し

た
。
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
翌
年
度
の

補
助
事
業
応
募
に
向
け
て
、
県
内
農
協
や

生
産
者
等
か
ら
市
町
村
を
通
じ
て
「
強
い

農
業
づ
く
り
交
付
金
」
へ
の
要
望
を
と
り

ま
と
め
て
い
ま
す
。
年
末
に
は
、
国
か
ら

交
付
金
を
受
け
と
る
こ
と
を
前
提
に
県
財

政
課
に
正
式
な
予
算
要
求
を
提
出
し
ま

補
助
事
業
の
補
助
金
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
と

思
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
多
く
の
要
綱
・
要
領
は
４
月
に
入

っ
て
公
表
さ
れ
ま
す
。
補
助
事
業
に
よ
っ

て
は
「
通
知
」
と
い
う
形
式
を
と
り
、
農

水
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
さ
れ
る
の

は
、
４
月
３
日
以
降
（
平
成
２
１
年
度
の

場
合
）
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

公
募
形
式
で
申
請
者
を
募
る
場
合
、
公
募

日
と
締
め
切
り
日
が
農
水
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
「
補
助
事
業
参
加
者
の
公
募
」
と

し
て
公
表
さ
れ
ま
す
が
、
公
募
日
か
ら
締

め
切
り
日
ま
で
２
週
間
弱
と
い
う
極
め
て

短
い
期
間
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
最
短
で

２
日
と
い
う
も
の
も
存
在
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
短
期
間
で
は
、
あ
ら
か
じ

め
補
助
金
情
報
を
入
手
し
て
お
い
て
、
関

係
当
局
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
準
備
を

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
は

い
え
、
事
前
に
補
助
金
情
報
を
入
手
す
る

こ
と
は
、
ご
く
一
部
の
関
係
者
以
外
は
入

手
困
難
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

補
助
金
研
究
会
は
、
こ
の
情
報
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
べ
く
、
補
助
金
情
報
を
伝
え

る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
準
備
し
て
い
る
。

次
い
で
「
公
募
」
か
ら
「
補
助
金
交
付
」

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
先
に
述
べ
ま
し
た
よ

う
に
、
補
助
事
業
と
交
付
金
で
は
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

す
。２

月
に
、
国
か
ら
県
に
対
し
事
業
の
要

望
額
や
事
業
内
容
の
提
出
す
る
よ
う
指
示

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
従
い
３
月
に
な
る

と
、
県
は
、
農
政
局
を
通
じ
て
、
事
業
実

施
主
体
へ
の
応
募
者
や
希
望
す
る
取
り
組

み
な
ど
具
体
的
な
内
容
を
添
え
て
要
求
書

を
提
出
し
ま
す
。

新
年
度
（
４
月
）
に
入
り
ま
す
と
、
国

か
ら
要
望
を
認
め
る
内
示
を
受
け
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
は
全
体
の
予
算
額

の
内
示
の
み
で
す
。
そ
の
内
示
を
受
け
て

県
は
、
実
施
主
体
へ
の
応
募
者
に
対
し
、

県
を
通
じ
て
国
に
計
画
書
を
提
出
す
る
よ

う
指
示
し
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
県
は

農
政
局
と
の
間
で
「
妥
当
性
の
協
議
」
を

開
始
し
ま
す
。

「
妥
当
性
の
協
議
」
と
は
、
交
付
金
を

財
源
と
し
た
補
助
事
業
は
、
一
応
、
都
道

府
県
が
採
択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
完
全
に
地
方
が
主
体
と
な
っ
た
採
択

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
段
階
で
、
採
択

に
国
の
意
向
が
反
映
さ
れ
る
の
で
す
。
そ

れ
は
そ
れ
と
し
て
、
国
が
申
請
に
対
し
異

議
な
し
と
な
れ
ば
、
県
は
「
承
認
」
を
応

募
主
体
（
応
募
者
）
に
通
知
し
ま
す
。
こ

の
段
階
で
事
業
実
施
主
体
と
し
て
正
式
に

交
付
申
請
を
要
請
す
る
の
で
す
。

５
月
に
、
国
は
交
付
決
定
を
県
に
通
知

し
ま
す
。
そ
れ
を
県
は
事
業
実
施
主
体
に

通
知
し
て
、
事
業
実
施
主
体
が
事
業
に
着

手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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補
助
金
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

以
上
が
補
助
金
の
申
請
か
ら
受
取
ま
で

の
お
お
ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

詳
し
く
は
、
各
地
農
政
局
、
都
道
府
県

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実施主体は上のほか、都道府県、市町村、公社、第３セクター、農業委員会、土地改良区連合、特定法人等がある。こうした行
政、公的機関は農業者に比べ、補助金情報を早く得られる状況にある。

表3 実施主体別の対象補助事業
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表4 「補助事業と交付金」決定から補助金交付までの流れ

■国による補助事業　※国の直接採択事業（技術革新波及対策事業の場合）

■都道府県による交付金の場合　※鳥取県の場合
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こ
の
補
助
金
事
業
（
予
算
約
12
億
円
）

は
、
肥
料
価
格
の
高
騰
を
背
景
に
、
施
肥

コ
ス
ト
を
低
減
す
る
技
術
導
入
を
推
進
す

る
目
的
の
も
の
で
す
。
名
称
で
お
わ
か
り

の
よ
う
に
、「
施
肥
体
系
の
緊
急
転
換
」

を
促
す
こ
と
で
目
的
を
実
現
す
る
と
い
う

わ
け
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
ハ
ー
ド
事

業
と
し
て
「
広
域
的
な
土
壌
診
断
施
設
や

肥
料
流
通
拠
点
の
整
備
」
を
補
助
の
対
象

に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
「
施
肥
体
系
緊
急
転
換
対
策

事
業
」
に
つ
い
て
、
農
水
省
の
本
当
の
意

図
を
解
き
明
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の

前
に
、
念
押
し
の
意
味
で
、
こ
の
情
報
が

肥
料
関
係
者
の
間
で
ど
こ
ま
で
伝
わ
っ
て

い
た
の
か
検
証
し
ま
す
。
肥
料
業
者
の
業

こ
の
４
月
13
日
、
肥
料
元
売
り
の
三
井

物
産
ア
グ
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
は
傘
下
の
特
約
店

等
に
対
し
、「
農
林
水
産
省
施
肥
体
系
緊

急
転
換
対
策
事
業
に
つ
い
て
」
と
い
う
文

書
を
配
布
し
ま
し
た
。
三
井
物
産
ア
グ
ロ

が
わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な
文
書
を
出
し
た
の

は
、「
誠
に
杜
撰
な
告
示
方
法
を
し
て
い

る
」
と
農
水
省
に
よ
る
同
補
助
金
情
報
の

伝
達
方
法
に
不
備
が
あ
る
と
批
判
す
る
た

め
で
し
た
。
対
す
る
、
同
補
助
金
担
当
の

農
水
省
農
業
生
産
支
援
課
は
「
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
、
ご
批
判
を
頂

戴
し
て
も
」
と
困
惑
の
表
情
を
隠
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

双
方
の
言
い
分
、
ど
ち
ら
に
理
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

界
団
体
で
あ
る
全
国
肥
料
商
業
組
合
連
合

会
が
こ
の
事
業
を
知
っ
た
の
も
、
上
の
文

書
が
出
た
こ
ろ
と
同
時
期
だ
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
文
書
が
出
回

っ
た
翌
日
に
、
全
肥
商
連
会
長
（
三
菱
ア

グ
リ
サ
ー
ビ
ス
社
長
が
兼
務
）
と
事
務
局

長
が
、
農
水
省
に
出
向
い
て
、
三
井
物
産

ア
グ
ロ
と
同
様
の
指
摘
を
担
当
者
に
伝
え

て
い
た
の
で
す
。
肥
料
業
界
は
、
誰
も
こ

の
事
業
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、

ど
う
や
ら
事
実
の
よ
う
で
す
。

事
業
の
実
施
主
体
は
、「
農
業
協
同
組

合
連
合
会
、
民
間
団
体
及
び
普
及
指
導
機

関
や
試
験
研
究
機
関
等
が
参
画
す
る
団

体
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
こ
の
事
業
の
「
本
当
の
意
図
」

が
透
け
て
見
え
て
く
る
の
で
す
。

肥
料
業
界
の
現
状
か
ら
し
て
、
こ
の
補

助
事
業
を
利
用
す
る
よ
う
な
こ
と
は
皆
無

に
等
し
い
こ
と
だ
と
言
え
ま
す
。
も
し
肥

料
業
界
が
、
こ
の
補
助
金
を
利
用
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
事
業
実
施
主
体
の
要
件
を

「
民
間
団
体
」
と
い
う
こ
と
で
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
競
合
相

手
で
あ
る
業
者
達
が
こ
の
よ
う
な
組
織
を

結
成
し
て
ま
で
、
こ
の
補
助
事
業
を
利
用

す
る
こ
と
で
土
壌
診
断
装
置
を
導
入
し
た

り
、
肥
料
の
流
通
拠
点
を
建
設
す
る
よ
う

な
こ
と
は
現
実
的
に
は
あ
り
得
な
い
話
と

思
わ
れ
る
の
で
す
。

「
普
及
指
導
機
関
や
試
験
研
究
機
関
等
が

参
画
す
る
団
体
」
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ

と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

農
業
生
産
支
援
課
の
担
当
者
に
、
そ
う

し
た
団
体
か
ら
補
助
事
業
導
入
の
陳
情
や

要
望
が
あ
っ
た
の
か
と
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ

た
と
こ
ろ
、
担
当
者
は
「
な
か
っ
た
」
と

答
え
る
だ
け
で
し
た
。

従
っ
て
消
去
法
で
言
え
ば
、
農
業
協
同

組
合
連
合
会
向
け
に
新
設
さ
れ
た
補
助
制

度
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
す
。
肥
料
業
者

の
中
に
は
、
自
前
の
資
金
で
土
壌
診
断
装

置
を
導
入
さ
れ
た
企
業
が
何
社
も
あ
り
ま

す
。
理
屈
で
は
、
こ
の
補
助
事
業
で
土
壌

診
断
装
置
を
導
入
し
た
農
業
協
同
組
合
連

合
会
は
、
一
般
の
肥
料
業
者
と
比
べ
、
生

産
者
向
け
の
土
壌
診
断
費
用
を
安
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
の
担
当
者
に
、「
こ
の
補
助
金
は
経

営
努
力
を
し
て
、
農
家
の
た
め
に
土
壌
診

断
を
し
て
い
る
業
者
の
足
を
引
っ
張
る
だ

け
で
は
な
い
の
で
は
」
と
質
問
を
向
け
ま

し
た
。「
そ
う
で
す
ね
、（
農
業
協
同
組
合

連
合
会
の
）
ラ
ン
ニ
ン
グ
費
用
は
安
く
て

済
み
ま
す
か
ら
ね
」
と
他
人
事
の
よ
う
に

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

非公正競争の元凶

特定利害
関係者
のための補助金

特定利害
関係者
のための補助金

肥料業界の誰も知らないところで、施肥関
係の重大な補助金が発表されていた。それ
を知った肥料元売りと業界団体は農水省を
批判。補助金の中身を分析すると、ある特
定団体のためだけに作られた予算であるこ
とが……。

施肥体系緊急転換対策のPR資料。「省エ
ネ・省資源型の農業生産体系への転換」を
政策目標に謳う。だが、特定団体のために
新設された補助制度というのが濃厚だ。
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全
農
家
対
象
の
農
業
補
助
金
は
お
か
し
い
。
農
協
利
用
の
農
家

は
、
ほ
と
ん
ど
兼
業
あ
る
い
は
農
地
放
棄
農
家
、
そ
れ
に
自
家

用
栽
培
農
家
で
あ
り
、
単
な
る
バ
ラ
マ
キ
に
過
ぎ
な
い
上
、
日

本
農
業
の
再
建
に
マ
イ
ナ
ス
効
果
し
か
な
い
よ
う
に
思
う
。
補
助
金
を
配

布
す
る
な
ら
ば
、
低
所
得
の
専
業
農
家
に
配
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
？

業
補
助
金
は
、
真
に
日
本
農
業
の
背
骨

は
い
こ
つ

と
な
る
べ
き
生
産
者
に
集
中
す
べ
き

で
す
。
そ
れ
が
納
税
者
の
考
え
で
も
あ
り
ま
す
。
心
あ
る
農
水
官
僚
も
、
同

じ
思
い
を
抱
い
て
い
る
よ
う
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
現
実
は
、
渥
美
清
の

「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
せ
り
ふ
の
よ
う
に
、
政
治
家
や
農
協
と
の
板
挟
み
が
あ
り
、
官
僚

自
ら
の
生
き
残
り
の
た
め
に
も
零
細
規
模
農
に
手
厚
い
補
助
金
を
気
前
良
く
出
す
し
か
術

が
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
す
。（
土
門
剛
）

20
年
前
、
後
継
者
に
移
譲
し
た
と
き
か
ら
農
協
を
離
れ
自
立
販

売
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
当
時
ハ
ウ
ス
や
ク
ラ
ー
防
除
に
対
し
、

90
％
近
く
の
補
助
金
が
あ
り
、
県
や
普
及
所
に
申
請
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
地
元
の
町
役
場
の
産
業
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
、

役
所
に
行
く
と
農
協
に
一
括
委
託
し
て
る
か
ら
と
言
わ
れ
、
農
協
は
組
合

員
で
な
い
と
扱
え
な
い
と
け
ん
も
ほ
ろ
ろ
で
し
た
。
税
金
は
き
ち
ん
と
納

入
し
て
る
の
で
す
が
、
縦
割
り
制
度
が
癒
着
し
て
、
結
局
、
補
助
金
は
い

た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
、
自
己
資
金
で
購
入
し

ま
し
た
、
今
も
そ
の
制
度
は
残
り
、
県
と
農
協
が
連
携
し
一
般
農
家
が
無

視
さ
れ
て
ま
す
。
補
助
金
制
度
は
賄
賂
の
巣
窟
で
、
や
る
気
の
農
家
を
い

た
ず
ら
に
叩
い
て
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
補
助

金
の
あ
り
方
の
是
非
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

今
か
ら
10
年
ほ
ど
前
に
、
関
西
地
方
で
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
農
協

だ
け
に
補
助
金
が
渡
る
の
に
怒
っ
た
あ
る
人
は
、「
あ
い
つ
ら
（
農
協
の
こ
と
）

は
、
税
金
も
満
足
に
払
っ
て
い
な
い
の
に
、
補
助
金
を
独
り
占
め
す
る
の
は

絶
対
に
許
せ
ん
。
こ
ん
な
不
平
等
を
国
が
放
置
す
る
限
り
、
俺
は
税
金
を
払
い
た
く
な
い
。

あ
い
つ
ら
だ
け
に
補
助
金
を
出
し
続
け
る
よ
う
な
ら
、
自
分
の
納
税
分
は
法
務
局
に
供
託

し
た
い
」
と
、
な
ん
と
、
税
務
署
に
文
句
を
つ
け
に
言
っ
た
の
で
す
。
門
前
払
い
に
さ
れ

る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
業
者
の
言
い
分
に
耳
を
貸
し
た
税
務
署
員
が
、
そ
の
場
で
県

庁
と
農
政
局
に
電
話
を
し
て
善
処
を
強
く
求
め
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
本
当
に
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
税
務
署
員
の
行
動
、
な
か
な
か
大
岡
裁
き
の
よ
う
な
も
の
で
、
実
に
納
税
者

国
民
の
共
感
を
得
る
こ
と
必
定
で
す
が
、
悲
し
い
か
な
こ
の
よ
う
な
公
務
員
が
、
こ
の
国

に
少
な
い
こ
と
が
ニ
ッ
ポ
ン
の
悲
劇
で
も
あ
り
ま
す
。

余
談
は
さ
て
お
い
て
、
岡
山
県
で
は
、
農
政
部
長
が
農
協
中
央
会
・
会
長
に
天
下
っ
て

い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
農
政
部
長
が
農
協
組
織
に
天
下
っ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
法
律
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
通
常
の
常
識
感
覚
で
は
、
県
幹
部
が
天
下
り
す
れ
ば
、

お
馬
鹿
な
役
人
は
、
先
輩
に
続
い
て
農
協
組
織
に
天
下
ろ
う
と
い
う
邪
心
を
抱
き
、
ニ
ッ

ポ
ン
農
業
の
こ
と
な
ど
関
係
ね
ぇ
〜
と
ば
か
り
に
、
農
協
組
織
に
補
助
金
を
湯
水
の
如
く

垂
れ
流
し
続
け
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
悪
弊
を
改
め
る
に
は
、
官
僚
が
支
配
す

る
政
治
体
制
を
打
破
す
る
し
か
な
い
の
で
す
が
、
い
か
ん
せ
ん
政
治
家
は
も
っ
と
ひ
ど
い

質
な
の
で
、
こ
こ
は
真
っ
当
な
官
僚
の
出
現
に
期
待
す
る
し
か
な
い
、
と
い
う
き
わ
め
て

厳
し
い
政
治
情
勢
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
情
勢
を
打
破
す
る
た
め
に
、
地
方
分
権
で
物
事
が
解
決
す
る
と
思
っ
て
い
た

ら
そ
れ
も
大
間
違
い
で
す
。
地
方
分
権
に
な
れ
ば
、
都
道
府
県
や
市
町
村
は
、
農
協
組
織

本誌メルマガで、読者に補助金に関する質
問を募集した。素朴な疑問から、実際の悩
み、制度への問題提起まで、土門剛と編集
部が応える。

１２ １

２



26農業経営者 2009年 6月号

の
御
用
承
り
係
り
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
け
で
す
。（
土
門
剛
）

か
つ
て
補
助
金
を
申
請
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
結
果
的
に

は
補
助
金
を
い
た
だ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

設
備
や
機
械
の
購
入
の
条
件
が
厳
し
く
、
安
く
て
よ
い
機
械
を

購
入
し
よ
う
と
し
て
も
そ
の
メ
ー
カ
ー
や
型
番
は
補
助
が
出
せ
な
い
と
い

う
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
設
備
等
の
条
件
が
決
ま
る
、
合
理
的
な
理
由

は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

農
水
省
生
産
局
総
務
課
の
生
産
振
興
室
に
聞
き
ま
す
と
、
農
業
補
助
金
で
補

助
対
象
と
な
る
共
同
利
用
機
械
は
、
ご
く
一
部
を
除
き
、
メ
ー
カ
ー
や
型
番

の
指
定
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
従
っ
て
、
合
理
的
な
理
由
な
ど
あ
る

わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
と
し
た
ら
、
不
合
理
か
つ
不
法
な
理
由
し
か
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ご
質
問
を
参
考
に
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
ま
す
と
、
そ
の
担
当
者
は
、
公
務

員
倫
理
法
に
反
し
て
、
ど
こ
か
の
メ
ー
カ
ー
の
ご
接
待
を
恒
常
的
に
受
け
て
い
る
よ
う
な

印
象
を
受
け
ま
す
ね
。
あ
る
い
は
役
所
の
先
輩
が
、
ど
こ
か
の
メ
ー
カ
ー
に
天
下
っ
て
い

て
、
い
ず
れ
も
自
分
も
そ
の
道
を
踏
襲
し
た
い
と
ひ
そ
か
に
期
待
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
う
い
う
不
埒
な
公
務
員
を
撃
退
す
る
に
は
、
そ
の
メ
ー
カ
ー
や
型
番
を

補
助
対
象
に
で
き
な
い
と
い
う
理
由
、
あ
る
い
は
ど
の
メ
ー
カ
ー
な
ら
補
助
対
象
と
な
る

の
か
を
文
書
で
求
め
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
土
門
剛
）

補
助
金
を
使
っ
て
経
営
が
軌
道
に
乗
り
、
今
な
お
成
長
を
し
続

け
て
い
る
農
業
法
人
は
あ
る
の
で
す
か
？

う
ー
ん
、
厳
し
い
質
問
で
す
ね
。
正
直
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
農
水
官
僚
に
ぶ

つ
け
て
や
り
た
い
心
境
で
も
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
農
水
官
僚
は
、
農

業
補
助
金
が
世
の
た
め
、
人
の
た
め
、
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
、
間

違
っ
た
考
え
の
持
ち
主
で
あ
る
か
ら
で
す
。
本
誌
で
も
何
回
か
触
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
日
本
農
業
法
人
協
会
（
会
員
数
は
21
年
４
月
時
点
で
１
６
９
５
人
）
の
メ
ン
バ
ー

の
ビ
フ
ォ
ー
＆
ア
フ
タ
ー
、
つ
ま
り
農
業
補
助
金
が
経
営
に
役
立
っ
た
か
、
役
に
立
た
な

か
っ
た
か
を
調
べ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
調

査
は
ど
こ
も
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
読
者
諸
兄
に
是
非
ご
披
露
し
た
い
格
好
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
３
年
ほ
ど
前
に
、
同
協
会
の
前
会
長
が
、
平
然
と
、
か
つ
正
直

に
「
７
割
は
赤
字
ス
レ
ス
レ
だ
な
」
と
吐
露
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
あ
〜
、
ま
た
あ

の
ネ
タ
か
と
決
し
て
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ほ
ど
農
業
補
助
金
の
実
態
を
映
し
た

事
実
は
無
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
残
念
な
が
ら
と
い
う
か
、
当
然
の
こ
と
と
言
お
う
か
、

前
会
長
の
ご
託
宣
は
ド
ン
ピ
シ
ャ
。
そ
の
赤
字
ス
レ
ス
レ
組
が
、
相
次
ぎ
沈
没
し
て
い
く

情
報
が
筆
者
の
元
に
も
入
っ
て
き
ま
す
。
沈
没
、
倒
産
破
綻
自
殺
夜
逃
げ
の
こ
と
で
す
が
、

そ
う
し
た
関
係
者
の
中
に
は
「
あ
の
時
、
補
助
金
を
使
わ
な
か
っ
た
ら
、
こ
ん
な
こ
と
に

は
な
ら
な
か
っ
た
の
に
…
…
」
と
後
悔
の
言
葉
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

（
土
門
剛
）

農
業
外
の
業
界
に
い
ま
す
が
、
農
業
補
助
金
の
支
払
わ
れ
方
が

不
公
平
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
部
の
う
ま
く
や
っ

て
い
る
人
が
お
金
を
も
ら
っ
て
い
て
、
何
も
知
ら
な
い
人
は
お

金
を
も
ら
え
な
い
と
想
像
し
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
な
ど
も
同
様
か
と
思

い
ま
す
が
、
支
払
い
基
準
が
農
家
全
員
に
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
と
思

う
の
で
、
支
払
い
基
準
に
つ
い
て
聞
き
た
い
で
す
。

筆
者
の
友
人
に
、
お
腹
が
ピ
ー
ピ
ー
下
る
ぐ
ら
い
補
助
金
を
喰
っ
て
い
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
て
、
先
だ
っ
て
も
、
久
し
ぶ
り
に
訪
ね
た
ら
、
新
車

の
ベ
ン
ツ
（
Ｃ
ク
ラ
ス
、
色
は
目
立
た
ぬ
よ
う
に
白
）
で
空
港
ま
で
迎
え
に

こ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
の
喰
い
方
は
な
か
な
か
豪
快
で
あ
り
ま
し
て
、
農
水

省
だ
け
で
な
く
、
厚
生
労
働
省
や
中
小
企
業
庁
に
も
食
指
を
伸
ば
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

豪
快
に
喰
い
続
け
て
も
、
食
中
毒
に
当
ら
な
い
よ
う
な
ス
テ
ン
レ
ス
の
胃
袋
を
お
持
ち
と

お
見
受
け
し
た
の
で
す
。
こ
れ
は
特
殊
な
補
助
金
サ
イ
ボ
ー
グ
の
化
身
か
な
と
も
思
い
ま

し
た
が
。
一
般
に
は
、
食
中
毒
に
な
ら
な
い
ぞ
と
相
当
の
決
意
を
し
て
い
て
も
、
目
の
前

に
補
助
金
が
ぶ
ら
さ
げ
っ
て
お
れ
ば
、
つ
い
喰
い
す
ぎ
て
食
中
毒
を
起
こ
し
て
し
ま
い
、

挙
句
に
は
死
に
至
る
病
を
併
発
し
て
し
ま
う
こ
と
が
通
例
の
よ
う
で
す
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
天
ぷ
ら
丼
を
何
杯
も
お
替
り
を
す
る
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

農
業
補
助
金
は
、
原
則
、
１
回
限
り
に
す
べ
し
と
い
う
の
が
筆
者
の
考
え
で
す
が
、
こ
の

こ
と
を
農
水
省
の
役
人
た
ち
は
な
か
な
か
理
解
し
て
く
れ
な
い
の
で
す
。
補
助
金
で
死
に

至
る
病
を
防
ぐ
に
は
、
補
助
金
を
も
ら
っ
た
方
が
、
そ
の
後
、
ど
れ
だ
け
経
営
に
プ
ラ
ス

と
な
り
、
そ
の
証
明
と
し
て
納
税
の
務
め
を
果
た
し
て
い
る
か
を
検
証
す
る
こ
と
で
は
な

３３４４

５５



27 農業経営者 2009年 6月号

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
検
証
も
な
し
に
、
同
じ
者
に
補
助
金
を
流
し
続
け
る
役
人
を
、

〝
税
金
泥
棒
罪
〞
（
そ
ん
な
法
律
あ
っ
た
？
）
で
牢
屋
に
ぶ
ち
込
ん
で
や
る
こ
と
で
は
な

い
し
ょ
う
か
。（
土
門
剛
）

地
域
の
農
業
関
係
指
導
と
し
て
、
大
豆
な
ど
へ
の
転
作
を
補
助

金
付
き
で
促
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
総
じ
て
湿
田
傾
向
の
近
隣
圃

場
に
は
マ
ッ
チ
し
ま
せ
ん
し
、
た
と
え
暗
渠
工
事
で
水
は
け
改

善
を
目
指
す
に
し
て
も
、
要
す
る
投
資
コ
ス
ト
を
回
収
で
き
る
可
能
性
も

無
さ
そ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
湿
田
で
「
達
磨
ヒ
エ
」
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
育
苗
・
移
植
・
刈
り
取
り
・
脱
穀
の
全
て
に
水
稲
用

農
機
が
使
え
ま
し
た
し
、
総
合
評
価
と
し
て
有
力
な
作
物
だ
と
分
か
り
ま

し
た
。
残
念
な
こ
と
は
、
当
地
近
隣
で
ヒ
エ
の
白
乾
か
し
脱
ぷ
が
で
き
る

施
設
が
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
調
整
コ
ス
ト
が
ネ
ッ
ク
な
ん
で
す
が
、
施

設
準
備
に
使
え
そ
う
な
助
成
は
見
あ
た
ら
な
い
の
で
す
が
…
…
。

「
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
」
が
該
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
生
産
局

総
務
課
生
産
推
進
室
に
よ
れ
ば
、「
雑
穀
の
乾
燥
調
整
施
設
を
対
象
外
と
は
し

な
い
。
た
だ
し
、
乾
燥
等
の
設
備
の
場
合
、
５
０
０
０
万
円
以
上
の
も
の
を

対
象
と
す
る
の
で
、
現
実
的
に
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
」「
県
な
い
し
市
町
村
に
助
成

対
象
を
決
め
る
裁
量
が
あ
る
た
め
、
例
外
は
な
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
ち
ら
に
ご
相
談
を
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
後
者
の
問
題
は
さ
て
お
き
、「
５
０
０
０
万
円
以
上
」
と
い
う
下
限

条
件
を
定
め
る
必
然
性
に
つ
い
て
も
疑
問
で
す
が
、
そ
の
条
件
か
ら
漏
れ
る
農
業
経
営
者

の
経
営
に
利
す
る
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
編
集
部
）

平
成
20
年
度
末
に
出
さ
れ
た
「
食
料
供
給
力
向
上
緊
急
機
械
リ

ー
ス
支
援
事
業
」
で
、
対
象
と
な
る
機
械
に
ト
ラ
ク
タ
ー
（
ク

ロ
ー
ラ
）
な
ど
が
あ
り
、
申
込
み
を
し
よ
う
か
と
考
え
ま
し
た

が
、
状
況
等
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
申
込
み
が
殺
到
し
て
、
当
初
の
２
分
の

１
と
か
３
分
の
１
と
か
い
う
補
助
率
も
あ
て
に
は
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
。
そ
れ
で
わ
た
し
は
申
し
込
む
の
を
止
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
月
額

リ
ー
ス
率
も
銀
行
系
リ
ー
ス
会
社
よ
り
も
相
当
高
い
で
す
し
、
よ
く
考
え

て
み
る
と
最
大
限
の
補
助
を
も
ら
っ
た
と
し
て
も
負
担
は
全
然
軽
く
な
ら

な
い
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。

平
成
21
年
度
予
算
で
は
２
５
０
億
円
確
保
し
た
、
農
機
リ
ー
ス
支
援
事
業
。

昨
年
度
の
補
正
予
算
案
で
急
遽
盛
り
込
ま
れ
た
補
助
金
で
す
が
、
生
産
局
農

業
生
産
支
援
課
に
よ
る
と
、「
50
億
円
の
助
成
枠
の
と
こ
ろ
に
、
１
９
０
億
円

も
申
請
が
寄
せ
ら
れ
た
」
と
の
こ
と
で
、
結
果
的
に
補
助
率
も
下
が
っ
た
＝
減
額
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
リ
ー
ス
率
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、
銀
行
系
な

ら
３
％
以
下
、
リ
ー
ス
物
件
価
格
に
も
よ
り
ま
す
が
、
お
お
よ
そ
５
〜
７
％
の
幅
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
読
者
に
よ
れ
ば
、「
３
割
以
下
で
あ
れ
ば
う
ま
味
が
な
い
」
と
の

こ
と
で
見
送
っ
た
と
の
こ
と
。
今
回
殺
到
し
た
理
由
は
条
件
が
厳
し
く
な
く
、
補
助
金
目

当
て
で
と
い
う
う
が
っ
た
見
方
も
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
規
模
拡
大
に
有
益
に
働
く
か
ど

う
か
、
年
数
が
経
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
で
す
が
…
…
。（
編
集
部
）

こ
れ
か
ら
農
業
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
始
め

る
に
あ
た
り
、
ど
ん
な
補
助
金
が
申
請
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
？

国
は
、
新
規
の
農
業
参
入
意
向
者
向
け
に
、
情
報
提
供
、
相
談
、
研
修
制
度

な
ど
を
ほ
ぼ
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
農
業
を
始
め
た
後

に
得
ら
れ
る
補
助
金
は
、
都
道
府
県
か
ら
の
交
付
が
多
い
で
す
。
農
業
に
就

い
た
だ
け
で
も
ら
え
る
就
農
支
援
金
か
ら
、
家
屋
の
改
修
、
家
賃
補
助
、
機
械
・
設
備
補

助
、
海
外
研
修
ま
で
、
至
れ
り
つ
く
せ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
が
準
備
さ
れ
て
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
次
頁
で
は
、
長
野
県
を
例
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
希
望
す
る
県
の
就
農

相
談
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６６７

７８８
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■平成21年度　国による新規就農関連予算

■新規就農支援メニュー（長野県の実績例）

８の実例
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私は補助金に頼らない経営を目指して

おり、今は転作の産地づくり交付金だけ

もらっています。機械・設備に対する補

助は一切ありません。法人ではないため、

兼業農家とほぼ同じ扱いです。情報も何

もくれませんが、欲しいとも思っていま

せん。

補助金に頼らない理由は、まず第一に、

農業者本来の「つとめ」を忘れてしまう

心配があるからです。本来、生産者であ

る私は、私のお客様に頭を下げるもので

すが、補助金に手を出すと行政に頭を下

げることになり、自分の経営を見失うこ

とになりそうです。補助金に頼った経営

を行なうようになると、今度はどんな補

助金ができるのかに関心が行ってしまい

そうなのです。

そもそも「こんな補助金がありますが

何か利用しませんか？」という行政は最

低だと思います。農業経営者が自分のプ

ランを実現するために「こうしたいんで

すが、何かいい方法、いい補助金を含め

たアドバイスはありませんか？」なら、

まだわかる気もしますが……。農業者は

品質の向上、技術の向上等をさせて経営

を良くしていくものだといます。それに

自分で買った機械や設備だからこそ、ね

じ一本まで大切にしようと思うものでは

ないですか？

もうひとつの理由は、補助金をもらわ

ないと、自分の経営がダイレクトに数字

に表れてくるからです。補助金を取って

くるのも経営者としての力だとは思いま

す。しかし、補助金がない場合を考える

と、なんとか自分の経営を良くしようと

真剣に知恵をしぼり、工夫をし、努力を

します。そうした試行錯誤にしても、補

助金がある場合とない場合では、違った

方法をとるかもしれません。補助金をも

らっている人が知恵をしぼらず、工夫を

せず、努力をしないということではあり

ません。ただ、自分の判断がすべてで、

そのぶんリスクも負うとなると、その知

恵なり工夫なり努力なりに甘えは許され

なくなるのです。真剣勝負なのです。行

政にとっては、あまり知恵や工夫や努力

をしてもらうと困るのかもしれません。

農業者が一人歩きして、行政の言いなり

にならなくなりますから。

補助金に一度手を出すと、病みつきに

なりそうな気がします。会社員の人が、

本来自分の仕事でこつこつと働いて頑張

ればいいところを、ある日突然話をもち

かけられて株を買い、儲けたようなもの

だと思います。株を遊び程度でやってい

るうちはいいのですが、本来の仕事をそ

っちのけで株にのめりこんでいってしま

う……そんな状況に似ているような気が

します。

高木正美（岐阜県・コメ・46歳）

私は一切補助金を使っていない。その

うえで補助金に対して思うことは３つあ

る。

まず、人様の稼いだ金をもらうのはど

うか。そして、もらえば必ず何かがつい

てくるに決まっている。結果、もらえば

経営が甘くなるものだ。

農家に補助金がやたらに下りる、変な

時代が30年間続いた。その結果、農家が

機械を大切に修理しなくなった。修理で

は補助金はおりないが、交換・買換えす

れば補助金が下りるからだ。この現象は、

植民地政府が現地の野鍛冶（街の鉄工所

みたいなもの）を経営できなくして、替

わりに鎌などの農具を輸出した構造に似

ている。

かつて日本には旋盤をまわして、メー

カーやディーラーにない部品でも作る野

鍛冶がたくさんあったが、最近はほとん

どない。これに対して米国では、いまだ

に野鍛冶が存在しているのは示唆的だろ

う。

私が補助金なしでやっていけるのは、

一つにはたまたまそういう野鍛冶に知己

があるからだ。1950年代製のトラクタ

（フォード製「デキスター」）、1970年代製

トラクタ（「フォード5000」「クボタＬ

3500」）、型番が剥げてわからくなったコ

マツ製のバックホーなど、自分で買った

機械は大切に現役で使っている。

兵藤保（茨城県・栗園経営）

農業法人に数年勤務した後に独立して、

今年で２目を迎えます。独立にあたって、

まず必要になる農機の購入資金を調達で

きればと、新規就農の補助金を申請した

ことがあります。結果的には、提出した

営農作目や計画に納得してもらうことが

できず、申請は通りませんでした。

どうも前例にないこと、つまり、ほか

の人と同じ作物をつくって、同じような

値段・売り方で販売する計画でなければ

認めてくれないようなのです。その通り

にして経営がうまくいくならまだしも、

周囲の農家を見回しても、うまくいって

いるようには見えません。申請が通るま

でに時間がかかることを考えると、安い

中古農機を購入するタイミングを逸して

しまい、新品の機械を買わざるを得なく

なってしまうようにも思います。

何より、補助金の基準にあわせた農業

では、自分が実現したいと思っている農

業とは違うものになってしまいます。結

局は、貯金をとりくずしてネットオーク

ションサイトで中古農機を入手すること

にしました。苦肉の策でしたが、ネット

オークションとはいえ十分な機械が手に

入り、しかも費用も通常の４分の１ほど

で済ませることができました。補助金の

支給の仕方には疑問が残りますが、自分

のでリスクを負って初めて出てくる知恵

もあるのだと実感しています。

Ｓ・Ｋ（関東・畑作）

現在の農業補助金はそれをもらって

いる方々は、それぞれ状況の違いはあれ、

感謝されているものと思います。

今後もこの種のお金が継続的に支払わ

れるものであればもっと積極的な動機付

けがほしいと思います。それは、ほかの

産業との所得格差是正ではいかがでしょ

うか。

圧倒的！「補助金に頼らない」経営を目指す声
本誌読者アンケートで募った補助金に関する自由回答をまとめた。大多数に共通するのは補助金のあり様、あり方に対する圧倒的に否定的な見解だ。
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しっかりした動機付けがあれば、生産

者の中にも考え直してがんばる人たちも

増えてくるはずです。異業種や素人の方

たちは、別の形でインセンティブを感じ

ておられるものと確信いたします。ここ

は、生産者の皆様方が自分たちの問題と

して解決していくことが必要と思います。

事業として成立しないものにお金を出

すのは、税金の無駄遣いでしょう。補助

がなければ成り立たないのなら、そもそ

もビジネスモデルとして失格です。農業

のインフラを整えるのに税金を使うのは

良いと思いますが、個々の事業者に補助

金を与えて何らかの事業をやらせるのは、

「儲からないけど頑張ってね」と言ってい

るようなものです。だって、補助金が切

れた瞬間に単年度赤字になるはずですか

ら。

グラミン銀行のように、小額・低金利

の無担保融資は良いと思いますが、機械

や施設の半額を国や都道府県が負担する

のは間違っていると思います。成立しな

い可能性が高い農業ビジネスを無理にや

らせるために、農民を騙す手法ですから。

第一世代の花の生産者達は補助金の対

象外だった時期が長かったせいで、足腰

の強い方が多かったです。経営感覚があ

り、着実に経営を大きくしていました。

ところが、ここにきて花生産を諦める事

例が増えています。花が儲かるというの

であちこちから花生産のビジネスに、補

助金付きの農家（第二世代の花農家）が

沢山参入してきたことが原因なのではと

推測しています。

補助金は農業衰退の一番の原因だと思

います。そんなものがあるから、能力の

ない経営体がだらだらと生き残り、産業

全体の活力をそいでいる。保護されなか

った、産業のほうが伸びているのが現実

だ。

補助金という言葉は　甘い響きがあり

ついつい誘惑に駆られて使ってしまいそ

うです。自分の経営に甘さが出てしまう

と思うので、できる限り使わないように

していきたいと思います。

以前に申請した経験から、補助金なし

で農業を続けることが最善の方法である

ことがわかりました。担当役所、農協な

ど不親切で、必要以上の過大な設備投資

を強いられたからです。結局、受け取り

ませんでした。自然を相手の農業は何が

起きるかわかりません。無理は禁物です。

無借金経営を貫けば、ゆとりのある経営

ができます。

補助金のあり方についてはかねてから

疑問をもっております。一番の根本は農

政に日本の国土保全と自給率アップ、食

の安全などをどうするかというグランド

デザインがなく、場当たり的なばらまき

補助金ではないかという疑問がいつも私

から離れません。

もえるものはもわなければ損というこ

とでしょうか、その補助金で農業経営を

どう変えようか、という意識を持って取

り組んでいる農協、農家が非常に少ない

と感じています。

不合理な話をあちこちで耳にします。

農家は補助金をもらうほうだから何も言

わないのかも知れないが、農業以外の分

野からみると、不合理を強く感じます。

あらゆる産業のなかで、これほどバラ

エティに富んだ補助金があるのは農

業分野だけではないでしょうか。どうも

この補助金が農業経営に「枠」をはめて

いるように思えます。

補助金に依存し経営の自立性を喪失することの危う

さを指摘してきた本誌が「補助金特集」をするからと

いって宗旨変えしたわけではない。本誌も国や地方行

政がそのリスクの一端を背負い事業者によるチャレン

ジを支援することはあってしかるべきだと考えている。

しかし、現在の補助金の在り様に関して、現実の経営

者である本誌読者の方々が、懐疑的あるいは補助金を

もらうことへの経営者としての戒めを述べておられる

ことに、補助金問題への答えがあると思う。

補助金とは政策目標の実現のために予算化されてい

るはずだ。しかし、その背景にある政策目的への懐疑、

運用上の問題、経営の自立性喪失、補助金農政がもた

らすモラルハザードの問題等々、補助金の在り様に対

して農業界をリードする農業経営者たちがこれほど否

定的な見解を持っているのだ。そのことを農水省や農

林族議員たちはよく認識願いたい。

また、新規に農業を始めようとして本誌を手に取っ

ていただいた方々にはこう助言したい。取れる補助金

は取ればよい。ただし、農業経営者を目指す方々なら、

この読者の声を良く噛み締めていただきたい。

COLUMN
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